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qPるに機化が起ると考へると此の現魚を設明 しに くΣなるのに反 して配當によ
るものi,と考へると都合よく設明がつ くのである。,
即ち血清の濃度が大である時は血清分子は多暦に無秩序に.iygI;;つて了 て只
僅かの衷面活性物質のみが表両に突 きff;して くるに過ぎない(第3岡 の。弐に濃















斯 く單r分 子屠は浴けてゐ.る總ての分子が液の表面に密に担並んで此を奔 した
場今・の橄 立 ・得・のであ・から最・亅齟 勸 鮪 す・濃度・衄 ・ 嬰
(OV)・・關係・一鋼 ・・定・・… 事・… 例一舳 清臟 ・非
常に大なる場合でもこれに相賞する大 きな表面を遥つてやれば この蟹げ られた表
面にや絃り單一分子暦を造 り得るけれ ども之れ1こ反 して小さい表面に單一牙子麿
を造る食に拡濃度は遙かに小でなければならない。從つて最小表面張力の位置は
鰍 一♀イ碇 瞬 事が'1徠るのであ・・
.De.N6riyは直経5cmの 時 計皿 に2㏄mの 液睡 を入れて賓驗 を行つて ゐるが
此の實職で1ま液醤 の表iiが13・08rme,液と賄子 との接関娵が13・33cmeで都合
全蜻 献 ・6.・et・・1な・か ら從つて舎 一与 一13・
家兎め血清には6.51%の蛋白質が含有されてゐるので,若 しこれを單一分子屠
の聲 獺 度 、ii。。囀 めると齣 質・k濃度は蠢 。。・な・,畑 ・舗 計
血 には2'em3の溶液 を入れ てあるか ら含有 さ.れて ゐる全閥形物 は'
2 呂0.000011g.ユ68000
この質=Pffは全表両26・4c:m!に籔 つてゐ.るのであ.るか ら各emf.には4・51`IO-7だ
.け含有.されて.ゐる.又 固形蛋 白質の比 重.ば1.275に等 しいか ら單 一分子居 の厚 さ
　　し の
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然 らば生物の細胞内に於ても斯の麺.き衆一分子暦が生 じ得るであち うか。もと
よ り生皚内に於ける血清め濃度に非常に大で一見單一分子居の成立は起 り得ない
讎 思はれるけれ昌v鯡 獣4・になる嶋 一腓 常に大・なる.例一ば ・
・m、の醗 の鑿 では書 一・妃 ・25… な・,麟 生魏 胞の ・瞹 ・遙かre




で測 定 した結果 に よる と33Aで あ.る。然 るにDe.Noiiyが汲旺定 した血清の吸着
ロ 　 ゆ
暦の厚さは35Aで あるか ら兩者はec.lcよく尸致 してゐる?9Pち赤血球の表面に
1ま單一分子臂が成立 してゐる事を想像させ る。'
ll.オバ ル ブ ミンの單 一・分子層
オバルブミジの場合は血清の場合≧少 しく趣を異にして居つて最小表面張力の














































の蹴 行つz見・と磁 面 嚇 。。・磁 ・於・最・嬲 ・尉 表画張・
が欟 菊 晦 理離 が ルブミ・畍 子脹 方形であつ1190000の澱 では




孑価 コ「一 「ヨヨ萪 聞
a』bc
ロ こ ロ
.此の候定の元 に計算 を行 つて見 るとオバルブ ミンの長 さは41,7A,厚さは30βA,
客積 は39,lO"'「lcm:,盤Eさ1ま51β10-elg
從つ て此の重 き.にAvogadro恒數 を乗 すると分子 量.30800を得 る.。
今求 めた分子量 を他の著者の求 めた分子量と比較 して見 ると
DeNoこlyOO800




で分子量ttl5703であるが上 の三 つの測定値か ら見 るとこの蜘 ま二倍せ彳よばな ら
コ コ
ないo従 って分子量 は15703x2=31406
上 にあげた三つの値 を.此の数 と比稼 して見るとDeNoay.が單一分子暦か ら求
φた値が一番近似 してゐる:のを見る。
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,
川・ 血 清7ル ブ ミ ン及 ミオ プ ロラ イ ン の 單 一 分 子 層
DeCara及Laportaの鯲 ・濡 ま馬の蛹 ル ブ ・・は0-v一一鰤 醐
合 に次 の如.3三つの濃 度で臨界最 小表面張力 を生i9'る
1ii
180000'200000'222000
此等 の値か ら分子量 を計算 す ると66167VL%dる。此 の値 は血清 アルブ ミンの分
子量 の甼 均價45000に比較 す ると可 な り高 す ぎるがSvedberg及Sjogreoが超
邃心器 で測 定 して得た分 子量6?000土2000と比鞍 して見 ると試 に‡ く一致 して
ゐ.る。 なほ彼等 の實驗 で薗 白いのは水素 イオ ン濃度が最小表面張力 の禺現 に及 ぼ
す 影響 である0即 ち實驗 によると此 の三つの最 小表面張力ka(P⊥i4.7)で 最
大 である,從 つて蛋自質 は霹 電鮎 で最 もよ く配方 し最 も大 きな表面 活性 を現 はす
ものだ と思肆れ る。




此 の第一の最小表面張 力では ミオプ.ロテ イ.'のー0.000135g.が總 表面44,35em'
に吸著 されて ゐるか ら從 つて1e丗 には老の3(畦10男g.が吸着 されてゐる,故
に無 水蛋白の比重 を1・3と すれ ば吸赤層Lの厚 さは.23.3.10一ｰemである。同激に
1
5aOU。の澱 で ・ ・4.910-ficm,7畆の灘 では …a・ ・一・cmの啅さ繖
着 居 が 有 し て ゐ る 事 に な る 。DeCaroは 此 の 各 々 の 厚 さ は ミ オ プ ロ テ イ ン分 手 の
.三つ の ヂ メ ン シ ヨ ン に 枳 當 す る も め だ と 考 へ て 分 子 容 を 計 算.して ゐ る 。 即 ち
鹽23.3・is-sx14.9.10-sxus・ユ0一'=9.0♀・10『】sem3從っ て 分 子 質 量 は4.09.10一lfix
1.3=5.31・IU一'wg.ζれ1こ .Acogadroの恒 数 を 乗 す る と3200,000。此 の 數 字 は 少
・・蹣 … 馳 伽 が・の分榊 ・單一鄰 ・・(分 子容炭素原子數)
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